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感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
演
能
形
態
が
常
と
異
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

TEL.050-3092-0051（平日10：00～17：00）

佐
保
山
︵
さ
お
や
ま
︶

　

藤
原
俊
家
（
ワ
キ
）
が
従
者
（
ワ
キ
ツ
レ
）
を
伴
い
氏
神
の
春
日
明
神
に
参
詣
。
春
日
の
里
に
着
き
、
春

の
佐
保
山
に
の
ぼ
る
。
山
の
上
で
は
里
の
女
（
前
シ
テ
）
と
侍
女
（
ツ
レ
）
が
衣
を
さ
ら
し
て
い
る
。
こ
の

美
し
い
衣
に
つ
い
て
俊
家
が
尋
ね
る
と
、
こ
れ
は
人
間
の
織
っ
た
衣
で
は
な
く
、「
裁
ち
ぬ
わ
ぬ
衣
き
し
人

も
な
き
も
の
を
な
に
山
姫
の
布
さ
ら
す
ら
ん
」
と
歌
に
も
詠
ま
れ
た
衣
で
あ
る
と
女
は
答
え
る
。
さ
ら
に
自

分
は
佐
保
姫
で
あ
る
と
明
か
し
、
春
日
の
神
徳
を
語
り
、
夕
霞
に
消
え
失
せ
る
。
所
の
男
（
ア
イ
）
が
佐
保

山
の
こ
と
な
ど
を
語
る
と
、
月
の
夜
、
美
し
い
姿
の
佐
保
姫
（
後
シ
テ
）
が
現
れ
る
。
佐
保
姫
は
春
日
祭
の

舞
を
見
せ
て
御
代
の
春
を
寿
ぐ
。

　

佐
保
姫
は
春
の
女
神
で
す
。
金
春
禅
竹
の
伝
書
に
も
見
え
る
、
金
春
流
に
縁
の
深
い
作
品
。
本
日
の
佐
保

姫
は
「
神
舞
」
を
舞
い
ま
す
。

　

瓜
畑
の
持
ち
主（
ア
ド
）が
、ま
く
わ
瓜
を
鳥
獣
か
ら
守
ろ
う
と
案
山
子
を
畑
に
据
え
る
。
し
か
し
盗
人（
シ

テ
）
が
畑
を
荒
ら
し
て
案
山
子
を
打
ち
壊
し
て
し
ま
う
。
持
ち
主
は
盗
人
を
捕
え
よ
う
と
案
山
子
の
扮
装
を

身
に
着
け
て
夜
を
待
つ
。
再
び
現
れ
た
盗
人
は
、
案
山
子
が
あ
ま
り
に
も
人
に
似
て
い
る
の
で
、
自
分
が
祇

園
会
で
演
じ
る
予
定
の
、
地
獄
の
鬼
が
罪
人
を
責
め
る
出
し
物
の
稽
古
し
よ
う
と
思
い
つ
く
。
ま
ず
自
分
が

鬼
に
な
り
案
山
子
を
責
め
、
次
に
罪
人
に
な
っ
て
案
山
子
を
鬼
に
見
立
て
る
が…

…

。

　

盗
人
が
瓜
を
盗
む
様
子
や
鬼
に
な
っ
て
案
山
子
を
責
め
る
動
作
、
案
山
子
の
扮
装
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
の
多

い
作
品
で
す
。

　

漁
師
白
竜
（
ワ
キ
）
が
仲
間
の
漁
師
（
ワ
キ
ツ
レ
）
と
三
保
の
松
原
の
春
景
色
を
眺
め
て
い
る
。
美
し
い

衣
が
松
に
掛
か
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
白
竜
は
、
衣
を
持
ち
帰
ろ
う
と
す
る
。
そ
こ
へ
天
人
（
シ
テ
）
が

現
れ
、
自
分
の
羽
衣
を
返
し
て
ほ
し
い
と
懇
願
す
る
。
天
人
が
舞
を
見
せ
る
な
ら
ば
返
す
と
白
竜
は
言
い
、

先
に
衣
を
返
せ
ば
天
人
は
舞
わ
ず
に
去
る
の
で
は
と
疑
う
。
天
人
は
「
い
や
疑
い
は
人
間
に
あ
り
、
天
に
偽

り
な
き
も
の
を
」
と
答
え
る
。
そ
の
言
葉
に
恥
じ
入
っ
た
白
竜
が
衣
を
手
渡
す
と
、
天
人
は
喜
び
、
舞
を
舞

い
天
へ
昇
っ
て
行
く
。

　

衣
を
ま
と
っ
た
天
人
は
優
雅
で
の
び
や
か
な
「
序
ノ
舞
」
を
舞
い
ま
す
。
地
上
に
宝
を
降
ら
す
動
き
な
ど

も
あ
る
、
祝
言
の
雰
囲
気
に
満
ち
た
華
や
か
な
作
品
。

　

加
賀
国
篠
原
（
石
川
県
）
の
里
の
男
（
ア
イ
）
が
、
他
阿
弥
上
人
（
ワ
キ
）
の
も
と
へ
向
か
う
。
男
は
、

念
仏
の
時
に
上
人
が
独
り
言
を
言
う
わ
け
を
尋
ね
る
こ
と
に
す
る
。
上
人
と
供
の
僧
（
ワ
キ
ツ
レ
）
が
説
法

を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
、
老
人
（
前
シ
テ
）
が
聴
聞
に
現
れ
る
が
、
老
人
の
姿
は
上
人
以
外
の
人
に
は
見
え

な
い
。
老
人
は
こ
の
地
で
討
死
し
た
斉
藤
別
当
実
盛
の
幽
霊
と
明
か
し
、
池
の
ほ
と
り
に
消
え
失
せ
る
。
里

の
男
が
上
人
に
独
り
言
の
訳
を
尋
ね
、実
盛
の
物
語
を
語
る
。
上
人
が
弔
い
を
す
る
と
実
盛
の
霊
（
後
シ
テ
）

が
老
武
者
姿
で
出
現
。
霊
は
、
討
ち
死
に
し
た
実
盛
の
首
を
池
の
水
で
洗
う
と
鬢
髭
を
染
め
た
墨
が
流
れ
白

髪
に
戻
っ
た
こ
と
、
実
盛
が
錦
の
直
垂
で
出
陣
を
し
た
こ
と
を
物
語
る
。
さ
ら
に
手
塚
太
郎
光
盛
に
討
た
れ

た
最
期
の
有
り
様
を
見
せ
、
さ
ら
な
る
供
養
を
願
う
。

　

老
武
者
の
心
意
気
と
悲
哀
を
描
い
た
修
羅
能
。実
盛
の
幽
霊
出
現
の
巷
説
を
も
と
に
し
た
能
と
さ
れ
ま
す
。

世
阿
弥
作
。
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